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FHIR
IHE FHIR

IHE

IHEとは、「医療連携のための
情報統合化プロジェクト」
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•
•

医学放射線学会（JRS）
放射線技術学会（JSRT）
医療情報学会(JAMI)

日本画像医療システム工業会(JIRA)

保健医療福祉情報システム工業会

(JAHIS)

医療情報システム

開発センター

【IHEの目的】活動によりシステムを相互接続し、安全性・経済性・利便性の高い情報シ
ステムの普及を促進することで健康で豊かな国民生活の維持向上に貢献する。

非営利
団体
です。

2007.3 日本IHE協会へ2007.3 日本IHE協会へ
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IHEサイクルIHEサイクル
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接続テスト（コネクタソン）

connect + marathon = Connectathon
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• コネクタソンに合格したベンダーは、自社の製品に
IHE準拠の証として、シールを貼ることができます。

コネクタソン
シール
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※この「プロファイル」は、HL7 FHIRの用語で、
IHEの統合プロファイルとは別物。
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IHEを一言で言えば
「IHE」というと、以下のようなものを指します。

日本IHE協会が行っている標準化活動
IHEが作成している技術文書（テクニカルフレームワー
ク）等
IHEが作成している文書に書かれているデータフォー
マットや転送プロトコールなど

IHE活動は、複数の情報機器を接続する場合に、
問題になるデータの互換性を高める活動です。例
えば、CTの画像検査をして、メーカーが違う機器
で画像が表示できなかったら困ります。このよう
なことがないようにするのがIHE活動です。

11
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IHEの成果物（FHIR風に言うとアーチファクト）
（統合プロファイルを集めたものが、テク
ニカルフレームワーク）

12
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IHEの公開する文書（成果物）

(Integration Profile)

（Actor/Transaction）

13

（Technical framework）

分野別
（Domain）
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技術
定義書

統合プロ
ファイル

アクター

トランザク
ション

統合プロ
ファイル

アクター

トランザク
ション
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Technical Technical 
Framework

分野別に編集される

Integration profileIntegration profile
個別の業務に特化
したシナリオ

Actor &Actor &
Transaction
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IHE

15

Actor Actor

Transaction

Integration Profile-N

Actor Actor

Transaction

Integration Profile-2

Actor-1 Actor-2
Transaction-1

Integration Profile-1

Technical Framework

Transaction-2
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オーダの
作成

撮影ワークリ
ストの作成

オーダの発行

撮影ワークリスト
の取得

DICOM/MWL

HL7/ORM

検査実施
管理

オーダ発行 画像保存 画像撮影

画像保存

撮影完了撮影完了

表示条件の保存DICOM/MPPS

DICOM/STORAGE

DICOM/STORAGE

DICOM/MPPS

撮影

オーダの実施
完了

HL7/ORM

各アクタの通信を時間を追って、
組み立てて行く。

統合プロ
ファイルの
記載例



– IHE 勉強会 – ©2024– IHE 勉強会 – ©2024– IHE 勉強会 – ©2024– IHE 勉強会 – ©2024 17



– IHE 勉強会 – ©2024– IHE 勉強会 – ©2024 18

API(Application Programing Interface)：「インターフェース」という言葉が意味するように
「境界線」「接点」を用いてアプリケーションをつなぐ機能を提供する。
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<Patient xmlns="urn:hl7-org:v3">
<id root="1234567890" extension="1234567890"/>
<identifier>

<system value="urn:hl7-org:v3"/>
<value value="1234567890"/>

</identifier>
<name>

<given>山田</given>
<family>太郎</family>

</name>
<gender value="M"/>
<birthDate value="1970-01-01"/>

</Patient>
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<ClinicalDocument xmlns="urn:hl7-org:v3" 
xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

xsi:schemaLocation="urn:hl7-org:v3 ../schema/cda/CDA.xsd">
<realmCode code="JP"/>
<typeCode code="DOC"/>
<id root="1234567890" extension="1234567890"/>
<code code="11488-4" codeSystem="2.16.840.1.113883.6.1" 

codeSystemName="LOINC"/>
<title>診療記録</title>
<effectiveTime>

<low value="2023-07-20T12:00:00"/>
<high value="2023-07-25T12:00:00"/>

</effectiveTime>
<author>

<assignedAuthor>
<id root="1234567890" extension="1234567890"/>

<assignedPerson>
<name>

<given>山田</given>
<family>太郎</family>

</name>
</assignedPerson>
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{
"resourceType": "Patient",
"meta": {

"profile": [ "http://jpfhir.jp/fhir/eCheckup/StructureDefinition/JP_Composition_eCheckupGeneral" ]

},
"identifier": [ {

"system": "urn:oid: 1.2.392.200119.6.102.11110101337",
"value": "Unknown"

} ],
"name": [ {

"extension": [ {
"url": "http://hl7.org/fhir/StructureDefinition/iso21090-EN-representation",
"valueCode": "IDE"

} ],
"use": "official",
“text”: “愛栄ー 太郎",
"family": "愛栄ー",
“given”: [ “太郎" ]

●続き
}, {

"extension": [ {
"url": 

"http://hl7.org/fhir/StructureDefinition/i
so21090-EN-representation",

"valueCode": "SYL"
} ],
"use": "official",
“text”: “アイエイチイータロウ",
"family": "アイエイチイー",
“given”: [ “タロウ" ]

} ],
"gender": "male",
"birthDate": “2023-01-01"

}

リソース名

ID

生年月日

性別

カナ姓名

漢字姓名
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その他適した用途データ交換
フォー
マット

概要標準

古い標準既存システムと
の互換性

医療機関内独自医療機関内
でのメッ
セージ交換

HL7
V2

標準化に時間
がかかる

CDAと併用CDAと密接XML医療情報交
換

HL7
V3

複雑な標準複雑な臨床文書広く採用XML
スキーマ

臨床文書交
換

HL7
CDA

注目されている
新しい標準

効率的、
Lightweightな交
換

効率的
RESTful API

JSON
/XML

医療データ
交換

HL7
FHIR

24
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簡単なシステムを素早く開発・導入でき、共通利用が
可能な、医療分野で利用可能なリソース
2023.12 現在、最新バージョンは、V5.0.0: R5 - STU
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電子
カルテ

API
機能

モバイル
端末

REST
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クライアント

REST API

共有仕様に

合わせて管理
のみ行う

サーバ

加工・表示。

連携仕様やテスト方
法がシンプルとなり、
自由度が確保される。
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リソース

• 医療情報交換を
行う時にやり取り
する情報の最小
単位

• 標準のデータ要
素以外に、拡張
領域を定義し、実
装可能

バンドルリソース

• 一つのやり取り
で、複数のリソー
ス集合体を用い
て、医療情報の
処理に使用する。

• 使用例
• 複数のリソース
をまとめたド
キュメント。診
療情報提供書

• 処理に必要な
リソースのセッ
トをまとめて要
求

FHIRプロファイル

• 特定の国・地域
やユースケース
等の固有の要件
に適合させるた
め、FHIR基本仕
様に対し、制約
や拡張を適応す
る。

• 個別リソースの
要素の拡張が可
能。また、個々の
要素における値
や多重度の制約
を強化できる。

実装ガイド

• 関連する一連の
プロファイルをま
とめたもの。

• 特定のユース
ケースをサポート
するためにFHIR
APIがどのような
機能を提供する
かを説明するド
キュメント。

35

IHEの統合プロ
ファイルとは全く
違うもの。

まさに、IHEでは
統合プロファイ
ルに相当する。
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IHEFHIR項目

Use caseを検討して、
Workflowを提案する。

不十分。Workflow 
解析

実装ガイドライン
Workflow-oriented

規格そのもの
Resource-oriented

成果物

１）テストの方法
２）セキュリティー面の検討
３）他のIHEプロファイルとの
関係

Capability Statement 
(CS)

実装ガイド

一部のmobleプロファイルで
準備されている

HL7が提供サンプルリ
ソース

38



– IHE 勉強会 – ©2024– IHE 勉強会 – ©2024 39



– IHE 勉強会 – ©2024– IHE 勉強会 – ©2024 40



– IHE 勉強会 – ©2024– IHE 勉強会 – ©2024 41



– IHE 勉強会 – ©2024– IHE 勉強会 – ©2024 42



– IHE 勉強会 – ©2024– IHE 勉強会 – ©2024 43



– IHE 勉強会 – ©2024– IHE 勉強会 – ©2024

mobile-profile (IHE)FHIRITEM
機能や実際の装置を定義該当なしACTOR：機能

FHIRを基に、検索方法などの詳
細を規定

RESTfulTRANSACTION：転送
手順

Use caseに合わせて、詳細を規
定

規定している。EXTENSION：データの
拡張

一連の業務（Workflow）に特化
して、必要な機能を詳細に規定

対応Use case：業務シナリ
オ

mobile-profileを組み合わせて、
一連の業務を実現し、その機能
をテストする。

データのコンテンツについ
て、Validation機能を提供

PROJECTATHON：一連
の業務に特化した接
続試験

業務の流れ（Workflow）分析か
らスタートして、標準的な規格を
どのように使用して実装するか
に重点

医療情報の記述をメッ
セージとして、HL7 V2から
スタートして、データのやり
取り（RESTful)まで包含

生い立ち
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URL
http://www.ihe-j.org/


